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論 文 内 容 の 要 旨
この論文は, アクリロニ トリルの水溶液重合, 均一溶液重合の反応機構ならびに得られたポリアクリロ
ニ トリルの分子量分布および末端基含有量についての研究結果をまとめたもので 3篇16章よりな って い
る｡
第 1篇は過硫酸アン右上 ウムを開始剤としアニオン, 非イオンもしくはカチオン系乳化剤を添加した場
合と無添加の場合の水溶液重合を高重合収率の所まで追跡した実験結果を取扱ったものである｡ まずアク
リロニ トリルの水溶液沈殿重合では重合率約25% 以上では反応の主要な場所はモノマーを吸着した状態の
ポリマ- 粒子であって, 反応の場所のモノマ- 濃度と見かけのモノマ- 濃度との間に吸着平衡が成り立つ
ものとして導いた動力学式によって実験結果が矛盾なく説明できる事を明らかにした｡ 乳化剤を使用する
乳化重合の場合にもこの動力学式が当てはまる事を認め, この式によって重合速度, 重合度, および重合
体の粒子数のデーターは統一的な解釈ができる事を示した. 次にこの重合系に硫酸第 2 銅, 硝酸第 2 銅,
もしくは酢酸第 2鋼を少量添加すると重合速度が異常に増大する現象を認め, モノマー, 過硫酸イオンお
よび第 2銅イオンの問に起る酸化還元反応によって活性ラジカル濃度が増加するためである事を明らかに
した｡ なお過硫酸アンモニウム, 酸性亜硫酸ナ トリウム系開始剤による水溶液重合で重合中に異常な pH
値の上昇, ポリマーの分子量の上昇および重合率の低下を認め, これは生成するポリマーへの水素イオン
の吸着に基づ くものと推定している｡
第 2 篇ではアゾビスイソブチロニ トリルを開始剤とし, ジメチルスルホキシ ド, ジメチルホル ム ア ミ
ド, ジメチルアセ トアミドおよびエチレンカポネ- トを溶媒とする均一溶重合を取扱っている｡ まず溶媒
の連鎖移動定数比を測定し工業的に有利な開始剤 ･溶媒の組合せについて検討している｡ 開始剤としては
上記ニ トリル以外に過酸化ラウロイルや過硫酸アンモニウムも有効である事が認められた｡ 過酸化ラウロ































(3) 過硫酸アンモニウムを開始剤とするアクリロニ トリルの水溶液重合で第 2 銅塩を添加すると重合速
度が増大する事実を認めた. これはモノマ ,ー 開始剤および添加塩の間の酸化還元反応によるラジカル濃
度の増加で説明されるO















明らかにしており, 学術上, 工業上寄与するところが少くない｡ よって工学博士の学位論文として価値あ
るものと認める｡
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